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1．はじめに
　企業組織内においては、企業目的を遂行するために種々の活動が行なわれている。そうした活動に
は各種の情報が必要不可欠とされ、会計情報も重要な貢献をなしうる。問題は企業組織内諸活動と会
計情報との関係にある。企業組織内における諸活動には各種の情報が要求されるが、そうした情報要
求に対して会計情報はどのような関連を持つのであろうか。この点についての検討により、予算や標
準原価計算を代表的技法とする管理会計の貢献できる領域とそうでない領域とが区別され、管理会計
における行動科学、数理的手法、コンピューター等の利用の問題を検討する一つの基盤が構成される
ことになるであろう。上記の内容を目的とする検討には、まず第一に、企業組織内の諸活動をいくつ
かに分類し、そこにおける情報要求を明らかにすることが必要とされる。そしてそのうえで、各活動
と会計情報との結びつきを検討していかなけれぽならない。本稿は、このような問題意識のもとに、
アソソニー（R．N．　Anthony）の所論をとりあげて、こうした問題を検討することを意図している。
2．　企業組織内諸活動の体系と情報要求
本節においては、企業組織内諸活動を分類するためのいくつかの方法を検討してみよう。
　まず第一・一・e＝、生産、販売、財務という経営職能領域によって区分する方法が考えられる。、しかし、
こうした分類法に立脚して、職能領域ごとに必要とされる情報を検討し管理会計との結びつきを論じ
るのは、あまり意味のある作業には思われない。職能領域によって区分することは、いわば企業組織
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を縦に分割して検討することを意味している。しかし管理会計はどの職能領域とも関連しているであ
ろうし、管理会計との結びつきを論じるにはさらにその中においていくつかの区分が必要とされ、結
局この分類法は有益ではないのである。また、ある職能領域において妥当する原理が、他の職能領域
においてまったく妥当しないとは考えられない1）。
　トップ・マネジメソト、ミドル・マネジメソト、ロアー・マネジメント、作業老という組織階層に
よって区分することも考えられる。こうした区分は、それぞれの担当する職務を遂行するうえでの情
報を明確にするためには、有効な区分であろう。しかし本稿は、企業組織内諸活動の情報要求に対し
て管理会計がどのような関連を持つのかについて検討することを意図しているのであり、組織階層に
よる区分を利用するには、各階層の情報要求が組織階層に厳密に照応していることを前提としなけれ
ぽならない。しかし、各階層によって必要とされる情報が組織階層によってまったく異なるというこ
とは考えられず、したがってこうした形式的な分類も本稿の目的に対しては意味がないのである。
　次に、経営管理職能によって分類することを考えてみよう。この分類法によると経営管理職能がた
とえば計画化、組織化、人事化、指揮、統制というように区分される2）。そして今日管理会計はとり
わけ計画化と統制との関連において秩序づけられている3）。　しかしながらこうした分類法もまた本稿
の目的に対してはあまり有用ではない。例として、新製品種目の生産の可否の決定という問題と製品
の組台せの決定の問題とを考えてみよう。両者は計画会計であろうと意思決定会計であろうと同一の
範疇に含められるが、後老が損益分岐点分析によって解決されるのに対して、前者は、企業組織外の
社会的、経済的諸状況をも考慮する必要がありしかも長期にわたって将来を推測しなければならず、
管理会計の働きはきわめて限られたものであると思われる。さらに、たとえば予算を利用する経営管
理活動を考えるならば理解できるように、計画化と統制とが密接に結びついており別個に扱うことが
不可能である場合も存在している。したがって、計画化や統制という経営管理職能による分類によっ
て管理会計との結びつきを検討するのは、あまり意味がないと考えられるのである。
　では企業組織内諸活動はどのように分類すべきであろうか。アソソニーが明確に述べているわけで
はないが、本稿においては、次図に示されているように、経営管理職能をいわば横断的に分割してそ
れを別個の範疇として独立させ、そしてさらに作業段階において行なわれる活動を一つの範疇とし、
企業組織内諸活動を三つに区分して理解する。アンソニーは、組織における計画化とコントロールの
プロセスを戦略的プラニソグ、マネジメント・コントロール、オペレー一一ショナル・コントロールとい
う三つのプロセスに区分している。本稿は、アソソニーのこの分類に依拠して、次に、企業組織内諸
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活動における情報要求を明らかにする。
3．　戦略的プランニンヴ
　アソソニーは、経営管理プロセスの一つを戦略的プラニソグと呼び、次のように定義する。
　「戦略的プラニソグとは、組織の目的、これらの目的の変更、これらの目的達成のために用いられ
る諸資源、およびこれらの資源の取得・使用・処分に際して準拠すべき方針を決定するプロセスであ
る4）。」
　戦略的プラニγグにおいて問題にされることは、企業という組織の性格や方向を決定したり変更し
たりする長期的、戦略的な計画や方針を設定することである5）。このプロセスで扱われる問題は企業
組織の基本構造に関係するものであり、プPセスの範囲は企業組織全体ではなく特定の部分、業務に
限定される。勿論、特定の部分にしか関係しないということについては、多少の例外がある。ある種
の問題に対しては、特定の部分に対する検討では不十分であるために、全体を検討の範囲とする必要
があろう。
　戦略的プランニングにおいては、結果が長期にわたり、そしてある一期間における企業組織全体の
業績はそれ以前のいくつかの個別的な戦略的決定の結果が合成されたものであり、個別的な戦略的決
定の結果を個別的に把握することは不可能であるために、結果の判定は非常に困難である。したがっ
て、戦略的プラソニソグにおける統制は、他の経営管理プロセスに比較してきわめて困難である。
　また戦略的プランニソグは、たとえば新工場の設置の可否や新製品種目の生産の可否という不規則
に発生する問題を扱い、企業組織の基本構造に関係するところから、他の経営管理プロセスに比べて
相対的に複雑な内容を持つことになる。企業組織の基本構造に対して検討を加えるためには、企業組
織を取り巻く政治的、経済的、社会的諸状況をも考慮しなけれぽならず、したがって多数の変数が関
与することになり、しかもその相対的重要性は戦略的プランニソグを担当する者の価値判断によって
も影響されるであろう。
　では、以上のような特質を有する戦略的プラソニソグにおいて要求される情報は、どのような性質
を必要とするのだろうか。
　戦略的プラソニングにおいて情報が使用されるのは、もし当該の決定がなされたならば将来どうな
るであろうかということを判定するためである。企業組織の内部の情報ばかりでなく外部の情報しか
も将来の予測数値を重要なものとして含む情報全体は、その総合によりある見積りを行なおうとす
る。その見積りの目的についてアンソニーは、　「戦略的プラソニングに用いられる見積りは、計画の
予想される結果を示すことが目的である6）。」と述べ、計画なり方針の決定から生じるであろう事実
をできるかぎり正確に予測することであるということを示している。
　こうした見積りを行なうために、情報はいかなる性質を持つことになるのでろうか。まず第一に、
戦略的プランニソグが関係する問題は発生が不規則でありしかも個別的、部分的であるということか
ら、「必要な資料は問題の性質次第7）」であり、　「多様で、かつあらかじめ予想できない性質8）」を
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有することになる。第二に、企業組織を取り巻く外的環境についての情報をより多量に必要とする。
この点についてアンソニーは次のように指摘する。　「戦略的プランニソグはより強く外部情報に依存
する。……歴史的な内部資料が用いられる場合には、分析されつつある問題の必要に適するよう手直
しされねばならないごとがよくある9）。」こうした性質が必要とされる理由は、企業組織の基本構造に
関係するという戦略的プラソニングにおける問題の本質が、外的環境に企業組織を適合させることに
あるからである。最後に、見積りの目的が計画なり方針の決定から生じる事実の予測にあり、そのた
めにそこで使用される情報は将来の予測値が主体となることから、情報は不正確な性質を持つことに
なる。将来発生する内容を影響の及ぶ長期間にわたって正確に予測することは不可能なことであり、
われわれはこの点を明確に認識して、情報の提供を検討していかなけれぽならない。
4．　マネジメント・：1ントロール
　アソソニーは、もう一つの経営管理プロセスとしてマネジメント・コントロールをあげて、次のよ
うに定義する。
　「マネジメント・コントロールとは、管理者が、組織の目的達成のために資源を効果的かつ能率的
に取得し、使用することを確保するプロセスである10）。」
　戦略的プラソニングによって企業組織の基本構造が与えられると、それを所与として、管理者は、
マネジメント・コントロールと呼ばれる経営管理プロセスを遂行する。このマネジメント・コントロ
ールの特質の一つは、対象とする問題が「進行している諸活動全体の流れ11）」であるということであ
る。そしてそこにおける管理者の職能として重要なことは、　「業務のすべての部分が相互に確実にバ
ランスがとれているようにすることにあり12）」、そのことによって業務全体の流れを計画に沿って進
行させるのである。マネジメント・コソトロールの主なものとしては、予算を利用した経営管理プロ
セスを考えることができる。
　またマネジメント・コントロールにおいては、選択の幅が戦略的プランニングよりも狭く13）、規則
的な循環的傾向が存在している。ただし、問題の解決に対しては管理者の判断が決定的役割を担って
おり、そうした意味では主観的であり、継続的な循環的傾向が存在しているといっても、　「主として
このプロセスにおける問題解決の処理手続や手順に関する定型的性質を指摘するものであって経営統
制（マネジメント・コントロール）の問題自体が定型的であると言っているのではない14）」のであ
る。たとえば広告・宣伝支出と売上高との間には、これだけ支出したからこれだけ売上高が増加する
というような明確な関係は存在しない。こうした問題はインプットとアウトプットの関係が不明であ
り、インプットを決定するためには管理者の主観的判断を必要とする。アンソニーはこの点について
次のように指摘している。　「マネジメント・コソトロールは、このプロセスによる決定が元来管理者
の判断によるという点で本質的に主観的なのである15）。」
　さらに、マネジメント・コソトロールにおいては、人間の存在が重要な意味を持っている。アソソ
ニーはマネジメント・コントロールにおける人間の介在を重視して次のように述べている。　「意見を
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伝え、説きつけ、勧告し、鼓舞し、批評するというような活動はこのプロセスの重要な一部分であ
る！6）。」したがって、戦略的プランニングにおいて創造的、分析的な活動を必要とされるのに対して、
マネジメソト・コソトロールにおいては、管理的、説得的な精神作用を伴うリーダーシップの行使が
必要とされるのである17）。
　では、マネジメソト・コントロールにおける情報はいかなる目的のために要求されるのであろう
か。マネジメント・コントロールにおいて管理者に必要とされることは、人間を主対象として経営管
理プロセスを遂行することであり、そこにおいては主観的性質の問題に対して判断を下さねばならな
い。そしてそれは、目標値を定め、それを過去の実績と比較して業績評価基準として機能させること
により、目標値へ到達しようとして努力することにより遂行されていく。したがって、アンソニーも
指摘するように、　「マネジメント・コントロール・プロセスとそれに用いられる資料は、管理者をし
て所望する結果に達する行動をとることを促すためのもの18）」であり、そのことにより企業目的が経
営管理プロセスへと変換され、具体化されるのである！9）。
　以上により、情報の性質を明らかにすることが可能になった20）。まず第一に、マネジメソト・コン
トロールは、　「進行している諸活動全体の流れ」に関係していることから、企業組織内の種々の要素
を統一的に把握することが必要であり、そのために貨幣を測定尺度とすることを要求される。なぜな
らぽ、貨幣が、異質な要素を統一的に測定するためには、最適な共通分母であるからである21）。さら
に、「管理者をして所望する結果に達する行動をとることを促すため」には、望まれた結果を示す値
と過去における実績値が管理者に与えられねばならない。そしてそこにおいて使用されるデータは、
概数であってもよい。目標値を厳密に示しても意味がないし、目標値と実績値との差はある程度概括
的に示されても機能を果たせるのであるから、実績値も概数で提供されてよいのである。またマネジ
メント・コントロールは継続的、循環的に繰り返されるプロセスであるので、特にマネジメント・コ
ントロールにおいては、同一の用語で示されるデータが異なる内容であってはならず、データは明確
に定義された同一の内容を持っていなければならない。
5．　オペレーショナル・コントロール
　企業組織における情報を考えるためには、さらに、残されている領域がある。たとえば、棚卸資産
在庫量についての物量表示された情報によって、発注担当者は自動的に発注行動をとるのであるが、
こうした情報はいままでの二つの経営管理プロセスの範疇では考えられないものである。したがっ
て、ここではさらに、戦略的プランニングとマネジメント・コントロールとが経営管理活動に関係し
ているのに対して、特定の課業の遂行に関連する活動に関係しているプロセスを検討してみよう22）。
　アソソニー・一一は、特定の課業の遂行に関連する活動をオペレーショナル・コントロールと呼び、次の
ように定義する。
　「オペレーショナル・コソトロールとは、特定の業務が効果的かつ能率的に遂行されることを確保
するプロセスである23）。」
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　ナペレーショナル・コントロ　一一ルにおいては、個々の課業あるいは取引が対象とされる24）。そし
て、その遂行を問題にすることが、戦略的プラソニソグとマネジメント・コソトロールが経営管理活
動に関係しているのに対して、基本的に相違する点である。またその遂行は、戦略的プランニソグや
ーマネジメソト・コγトロールから得られる手続きやルールの範囲内で行なわれる25）。オペレーショナ
ル・コソトロールにおいては、　「とるべき特定の行動は、管理老がすでに決定した意思決定ルールに
基づいて、多かれ少なかれ自動的に決まる26）」のであり、与えられた状況で最良の行動を決定する客
観的方法が存在しているのである。言い換えるならば、オペレーショナル・コントロールは、　「主に
正しい決定が客観的に下せる諸活動に関係しているという意味において、客観的である27）」というこ
とになるのである。したがって、数理的手法やコソピューターの使用については、その機能の効果的
な遂行を期待できるのである2s）。アンソニーは、こうしたオペレーショナル・コントロールに属する
活動の例として、雇用のコントロール、人事方針の実施、信用拡張のコントロール、広告配分のコソ
トP一ル、生産スケジュ　’一ルの作成、在庫のコントP一ル、作業員の能率の測定、評価および改善、
等をあげている29）。
　オペレーショナル・コソトロールにおいて情報が必要とされるのは、特定の課業を遂行するために
その情報を基準にして、たとえば、在庫のコントロールにおいては、どの程度の調達量にするのか、
いつ調達するのか、雇用のコントロールにおいては、必要とされる従業員をあと何人採用すれぽよい
のか、という問題を決定するためである。そしてそうした決定を受けて、購買担当者は特定量を特定
日に発注し、雇用担当者はそれだけの人数を採用する。つまり、オペレーショナル・コントロールに
おいては、特定の業務を遂行するための指示を決定するために、情報が必要とされるのである。
　では、オペレーショナル・コソトロールにおいては、情報はいかなる性質を必要とすることになる
のであろうか。
　この点についてアンソニーは、第一に、オペレーショナル・コントロールにおけるデータはしぼし
ば非貨幣的であるということを指摘する30）。特定の業務の遂行に対する決定を下すために必要とされ
る情報であるから、情報の適用範囲は明らかに限定されており、その限定された範囲内で最適の測定
基準を使用することが要求される。たとえぽ、在庫のコントロールにおいては、個々の棚卸資産の個
数、重量、体積というような非貨幣的データが必要とされるであろうし、雇用のコントロールにおい
ては、人数が測定基準であろう。また、特定の業務の遂行に対して必要とされるのであるから、当該
業務に関連する個別的事実についてのデータでなけれぽならない。すなわち、オペレーショナル・コ
ントロールに属する活動である在庫のコントロールにおいては、個々の棚卸資産品目の在庫量のデー
タが必要なのであり、在庫全体を貨幣的に表現したデータは必要とされないのである。さらには、現
在時点のデータが必要とされる。在庫のコソトロールには、1月前にこれだけの在庫量であり、1月後
にはこれだけの在庫量になるであろうというデータは不要であり、現在どれだけの在庫量であるかと
いうことが問題なのである。この点に関連して、情報の伝達速度の問題が重要である31）。情報の伝達
速度が遅いために当該の業務に支障が生じる可能性は、常に考えられなければならない。またアソソニ
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一は、オペレーショナル・コソトロールにおいては、厳密なデータが使用されることを指摘している。
6．　情報要求と管理会計
　アンソニーに依拠して、企業組織における活動が三つに分類され、そこににおいて要求きれる情報
とその性質が明らかにされてきた。次に必要とされることは、管理会計がそうした情報の要求に対し
てどのような関連を持つのであろうかという点について検討することである。
　アソソニーは、会計は貨幣的情報に関係しているとして、次のように述べている。　「会計は、組織
に関する情報を貨幣的表現で収集・要約・分析・報告するシステムである32）。」そしてアソソニーに
よれば、企業の会計システムは財務会計と管理会計という二つの部分から構成されており、前者が企
業外の利害関係者への情報の提供を主目的としているのに対して、後者は管理者にとって有用な会計
情報に関係しているのである33）。
　管理者にとって有用であり貨幣的情報に関係しているという管理会計のこうした説明によって、わ
れわれは、オペレーショナル・コソトロールという活動を考察の対象から除外できる。前述したよう
に、オペレーショナル・コソトロールは、経営管理活動に関係しているのではなく、特定の業務の遂
行に関連する活動に関係しているのであり、しかもそこにおいて必要とされる情報はしばしば非貨幣
的であるからである。こうした断定はアンソニーの説明の帰結としてなされるのであって、物量的尺
度をも基盤とし、管理会計の範囲が拡大されて理解されるようになったならば、オペレーショナル・
コソトロールはそうした管理会計と関係を持つことになるであろう。しかしながら、本稿の課題は、
現在の米国における代表的な管理会計論者であるアンソニーの所論を取り上げて、現在一般に管理会
計と考えられているものと企業組織内諸活動との関係を検討することであるから、そうした問題の考
察は次の機会に委ねられる。
　アソソニーの著書、「Management　Accounting　Principles」においては、第皿部と第W部で、企業
内部における会計の利用が扱われている。第皿部においては、Accounting　in　Management　Control
という表題のもとに、マネジメント・コントロールにおいて使用される会計技法が、そして第W部に
おいては、Accounting　in　Business　Decisionsという表題のもとに、経営意思決定をする際に会計
情報がどのように使用されるかが論じられている。
　第IV部において扱われる意思決定は、企業の特定の部分に関連しているものに限定されており、そ
の例として新機械の購入、新市場への参入、新タイプの原材料や新製造法の使用、銀行からの資金借
入等があげられている34）。そしてアンソニーによれば、経営意思決定は、本質的には、1）問題の存
在の認識、2）代替的解決法の確認、3）各代替案の結果の分析、4）結果の比較、というプロセ
スを経ることによって行なわれるのであり、会計情報は特に第三番目の分析段階において有用であ
る35）。第IV部における論述は、戦略プランニングに対する会計情報の役立ちについてのみなされてい
るわけではない。第IV部において扱われるのはプロジェクト・プランニングの問題であって、その中
には戦略的プラソニングにおけるものばかりでなく、マネジメソト・コントロールにおいて扱われる
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ものも含まれているのである。戦略的プラソニソグとマネジメソト・コソトロールという異なる経営
管理プロセスに属する内容が同じ範躊で論じられるのは、それが基本的に同じ会計的分析法に立脚し
ているからであると思われる。したがって、第IV部における論述の検討によっては、戦略的プラソニ
ングに対する会計情報の機能を考察することができず、それはまた、アンソニーが管理会計を戦略的
プランニングのための会計とマネジメント・コントロールのための会計とに区分して考えているわけ
ではないということを証明することになるのである。
　では戦略的プランニソグと管理会計との関係はどのように考えるべきであろうか。戦略的プランニ
ソグにおいて情報が必要とされるのは、将来の見積りを行なうとするためであり、その見積りの目的
は意思決定の結果を示すことであった。そして戦略的プランニソグにおいては、多数の変数が関与し
ており、外部情報に依存する度合いが大であり、しかも将来発生することを長期にわたって推測する
必要もあるのであった。したがって、組織内の貨幣的情報に関係している管理会計は、必要とされる
情報のごく一部しか提供できないのであり、戦略的プランニングに対して効果的役立ちをしようとす
るならぽ、現在考えられている管理会計とはまったく異なったものとなるであろう。今日における意
思決定会計の展開を積極的に評価するにしても、依然としてそれは現実の世界に比べると非常に単純
化された仮定に立脚しているのである。
　アソソニーは、管理会計を、　「マネジメント・コントロールに関連した会計を指す言葉36）」である
として、マネジメント・コントロールとの結びつきを指摘する。そしてその具体的内容を「Manage・
ment　Accounting　Principles」の第皿部において論じている。アンソニーによれば、マネジメソト・
コントP　・一ルはコントロール活動とプランニング活動とに区分され、そしてコソトロール活動におい
　図2マネジメント・コントロール諸技法の連鎖　て会計情報はコミュニケーショソ、動機づけ、評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の手段として機能し、プランニング活動においては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算編成のような組織的方法が利用されるのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る37）。マネジメソト・コントロールという経営管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動は、リーダーシップの行使を伴うプロセスであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り本質的にイソフォーマルなものであったが、継続
??」???
　的な循環的傾向が存在していた。循環的に繰り返さ
　れるマネジメント・コントロール・プロセスを、ア
　ンソニーは、左のように図示している38）。
　　このように管理会計がマネジメソト・コントロー
　ルに対して関連を持つ理由は、要求される情報の性
　質の中に存在している。第四節において示されたよ
　うに、マネジメント・コソトロールにおいては、異
　質的諸要素を統一的に把握するために貨幣を測定尺
　度とすることが要求され、「管理者をして所望する
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結果に達する行動をとることを促すため」にアウトプット、インプットそれぞれについての計画デー
タと実績データが必要とされたのであった。そうした情報要求に応じることができるのは、予算や標
準原価計算を代表的技法とする管理会計なのである。
　ここで注意しなければならないのは、マネジメγト・コントロールにおいて貨幣的情報が必要とさ
れるのは、予算のような企業組織全体に関係するものばかりではないということである。勿論マネジ
メント・コントロールにおいてはそうした情報が主要部を構成しているのであるが、たとえば新製品
追加製造の可否の決定、部品の自製か購入かの決定などのプロジェクト・プランニング39）も必要とさ
れるのであり40）、そのプロセスは上図のプログラミング段階において表現されている。こうした問題
が戦略的プランニソグにおける問題と決定的に異なる点は、関係する変数の数と時間的要素の考慮と
についてである。マネジメント・コントロールに属するプロジェクト・プランニングは、戦略的プラ
ソニングによって与えられた枠の中での決定であり、したがって政治的、社会的、経済的諸状況を考
慮する必要はなく、長期の推測も必要とされない。すなわち、戦略的プランニソグに属するプロジェ
クト・プランニングとは異なり、会計的分析により解決できる問題なのである。このように考えるな
らば、アンソニーが管理会計を「マネジメント・コントロールに関連した会計を指す言葉」と限定的
に指摘したことも、理解できるのである。さらにアンソニーが、rManagement　Accountig　Principles」
において、管理会計をAccounting　in　Management　ControlとAccounting　in　Business　Debisions
とに区分して論じているのも、後者において代替案選択の問題を単にアプローチの同一性41）から戦略
的プランニングに属するものを同じ範疇で論じているにすぎない、と考えられるのである。現在のと
ころ、会計的な接近は、戦略的プランニングに対しては限定された役立ちしか期待できない。
7．　む　　す　　び
　管理会計論は、経営管理活動に対する分析の成果を立論の一方の基礎として、必要とされる情報を
明らかにし、そうした情報要求に対する関連を限定する会計の特性についての研究を他方の基礎とし
なければならない。本稿はそうした統合物の一つとして、アンソニーの所論をとりあげた。そして管
理会計が経営管理の要請により生成し、管理会計論が、経営管理活動に対する分析の成果に立脚して
展開されてきているのに対して、本稿はアンソニーに依拠して、非経営管理活動にまで考察の範囲を
拡大した。そして、企業組織内諸活動を三区分し、とりわけ前節において、管理会計がマネジメン
ト・コントロールという経営管理プロセスと結びついていることを示した。
　こうした結論により、企業組織内における現在の管理会計の持つ意義がいちおう明らかにされ、管
理会計の貢献できる領域とそうでない領域との区別がなされた。しかし、マネジメント・コントロー
ルの内容を詳細に示し、管理会計の各技法の特質について個別、具体的に検討して42）、その両者の結
びつきを論じるのでなければ、現在の管理会計の果たしている機能を真に明らかにしたことにはなら
ない。そして、そうした研究の成果が、企業組織内において会計が果たすべき内容を明らかにしようと
する研究の展開起点となるであろう。本稿は、こうした方向を志向した研究の一つの始点であった。
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そして、始点としての意義の内容は、企業組織内の諸活動の新しい区分法にしたがって、各活動と会
計との結びつきを検討していくことにより、こうした区分法に対して、十分考慮すべきであるという
積極的評価を与えようとすることであると考える。
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